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一般財団法人《花の家》 

新プロジェクト発足のお知らせ  

 

2016 年秋当財団は、下記の三プロジェクトを開始いたします。 

言語と芸術と子どもらに仕えて三十数年、私の芸術・治療教育の集大成となります。 

 

1. 遺伝子の突然変異に起因する症例と未来の芸術教育 

  ～「自閉症」「アスペルガー症候群」「ADHD」「LD」そして診断困難な子どもらのために～ 

2. 小児難病の子どもらを含めた終末期医療としての芸術プログラム 

3. 大唐時代の五言絶句を中心としたアジア詩歌のリズム論 

欧亜日の詩歌演劇と「特別な保護を必要とする子どもたち」の芸術

教育に勤しんでまいりましたが、日々の忙しさにかまけてし残して

きた三分野に、ようやく着手することができる運びとなりました。 

次世代にどうしても伝えたいことです。 

このプロジェクトによって、少しでも子どもらの魂が救われ、民族

を越えた芸術が実現することを願います。 

二〇一六年九月 

川手鷹彦 

研究は川手鷹彦を中心に外部の専門家にもご協力を願いつつ進める予定です。運営は、一般財団法人

《花の家》運営事務局中心に特別編成し、補佐してまいります。 

どうぞ、このプロジェクトにご興味を持たれそうなご友人・知人の方がおられましたら、ぜひご紹介

ください。 

 

＊ 特記 三プロジェクトは、それぞれ 2019 年末までに成果の上がらないときには、計画自体を見直すこととする  
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